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　DNAシーケンス技術の進展を追うようにして、DNA合成技術もじわじわと進歩しつつある。この進歩の先に見えて
くる新たなアプローチが、ゲノム丸ごとの人工合成である。ゲノムを自在にデザインして天然に存在しない細胞を作り
出すことができるようになれば、「生命とは何か？」という学術的な問いに迫れるだけでなく、有用人工微生物構築など
産業上の新展開も期待できる。
　我々は、染色体複製サイクル駆動のための必要十分要素を追求する中で最近、「複製サイクル試験管内再構成系（RCR）」
の構築に至った。RCR は大腸菌ゲノムを増幅するサイクルを 25 種のタンパク質を用いて丸ごと再構成したものであり、
200kb を超える長大な環状DNAを増幅可能である。ゲノム合成時代の無細胞DNAクローニング技術として期待される。
本セミナーでは、我々の技術の紹介と共に、基礎研究からスピンアウトした技術をいかに社会実装していくか、その取
り組みについてもお話しさせていただきたい。

　　　　　　　  References:
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